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開催要領

令和３年度

市町村議会議員特別セミナー
第１回

　日々めまぐるしく変わりゆく国内外の情勢の中で、地方議会の議員には、様々な行政課題について学び、
施策を提案していくことが求められています。
　今回の研修では、地域を元気にするまちづくりをテーマに、様々な分野の第一線でご活躍の方々にご講
演いただき、改めて地域を見つめ直すとともに、地方議員に求められる役割について多角的に考えていき
ます。
　多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

日　　程 令和３年4月15日（木）～4月16日（金）（2日間）
場　　所 全国市町村国際文化研修所　JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分

対　　象 市区町村議会議員　
2日間全日程をご受講いただける方を対象とします。

募集人数 来所による受講 150人
募集人数を大幅に上回るお申込をいただいた場合は、先着順とさせていただきます。そのため、申込期限前に締め切らせて
いただく場合があります。その場合は、JIAMホームページのトップページ「受講者募集中の研修」でお知らせいたしますの
で、適宜ご確認ください。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

オンラインによる受講 50人
オンラインについては、ビデオ会議システムZoomを使用します。機材やインターネット接続のための環境が必要です。詳し
くはZoom公式サイトをご参照ください。
募集人数を大幅に上回るお申込をいただいた場合は、申込期限後に抽選等をさせていただきますので、予めご了承くださ
い。なお、受講者の決定については、他の研修、セミナーの申込み・受講の有無にかかわらず、本研修単独で行います。部分
的な受講はできませんのでご注意ください。

宿　　泊 研修所宿泊棟（宿泊型研修）（来所受講のみ）　※外泊はできません。

経　　費 来所受講：
6,900円

左記金額は、研修、宿泊、食事（朝食1回、昼食1回、夕食1回）、資料等にかかる費用です。
なお、事前準備・事前学習および最終日の昼食にかかる費用は含まれておりません。

オンライン受講：2,000円
申込期限 令和3年3月19日（金）まで

※新型コロナウイルス感染症の影響により、申込期限内での申込みが難しい等がございましたら、ご遠慮なくご相談ください。

申込方法 ◦議会事務局を通じて、JIAMホームページ内「研修Web申込みフォーム」からお申し
込みください。

◦来所による受講とオンラインによる受講を選択できますので、どちらか一つのみお申し込みください。
　「Web申込み」が難しい場合は、受講申込書により議会事務局を通じてFAXでお申し込みください。
※受講申込書は、議会事務局に送付しております。またJIAMホームページの書類様式集（https：//www.jiam.jp/doc/）にも掲載し

ております。

受講決定 受講の可否については、通常、開講日の約１か月前までに通知をお送りしておりますが、新型コロナウイルス感染症
の影響により、2～3週間前までの送付となる場合もございますので、ご了承ください。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。
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当研修所では、メールマガジンを発行しています。各研修に関する最新情報などを定期的にお知らせします。ぜひご登録ください。読者登録は、JIAMホームページで受け付けています。

● 研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。

JIAMメールマガジンのお知らせ

令和３年

4月
15日（木）

11：00～
入寮受付・昼食
13：00～
開講式・日程説明
13：15～14：45

人口減少・ポストコロナ社会のデザイン
京都大学こころの未来研究センター　教授　広井 良典 氏　

15：05～16：35

コロナ禍のピンチをチャンスに変える自治体になるためには？
奈良県生駒市　市長　小紫 雅史 氏　

17：30～

交流会

令和３年

4月
16日（金）

9：00～10：30

これからのスマート農業〜新しい地域農業の創生〜
北海道大学大学院農学研究院　教授　野口 伸 氏　

10：50～12：20

令和の戦国武将・今、女将が地域と共に立ち上がる
「さぎの湯温泉旅館 竹葉」　女将　小幡 美香 氏　

12：20～12：30

閉講・事務連絡

京都大学こころの未来研究センター　教授　広井 良典（ひろい　よしのり）氏
　1961年、岡山市生まれ。東京大学教養学部卒業、同大学院修士課程修了後、厚生省勤務、千葉大学法政経学部教授をへて2016年より現職。
この間、2001－02年MIT（マサチューセッツ工科大学）客員研究員。専攻は公共政策及び科学哲学。
　『日本の社会保障』（岩波新書、1999年）でエコノミスト賞、『コミュニティを問いなおす』（ちくま新書、2009年）で大仏次郎論壇賞受賞。他の
著書に『定常型社会　新しい「豊かさ」の構想』（岩波新書、2001年）、『ポスト資本主義　科学・人間・社会の未来』（同、2015年）、『人口減少社会
のデザイン』（東洋経済新報社、2019年）など多数。この間、教育再生懇談会委員、内閣府・幸福度に関する研究会委員、国土交通省・国土審議会
専門委員、環境省・次期生物多様性国家戦略研究会委員、内閣府・選択する未来２．０懇談会委員等を務める。

奈良県生駒市　市長　小紫 雅史（こむらさき　まさし）氏
　1974年、兵庫県生まれ。1997年一橋大学法学部卒業。2003年シラキュース大学院行政経営学部修了。1997年環境庁（現環境省）入庁。ハ
イブリッド自動車の税制優遇、廃棄物処理法・容器包装リサイクル法の改正や、事業者との環境自主協定制度（エコ・ファースト）の創設などに尽
力。2011年退職（大臣官房秘書課課長補佐）。2011年8月、全国公募により生駒市副市長に就任。2015年4月、生駒市長に就任（現在2期目）。
前立命館大学客員講師。NPO法人プロジェクトK（新しい霞ヶ関を創る若手の会）創設メンバーで元副代表理事。

北海道大学大学院農学研究院　教授　野口 伸（のぐち　のぼる）氏
　1961年、北海道生まれ。1980年北海道大学に入学、農学部に進学して農業工学を学ぶ。1987年同大学院農学研究科農業工学専攻修士課
程、1990年博士課程修了後、北海道大学農学部助手に採用される。1997年同大学大学院農学研究科助教授、2004年教授に就任する。2016
年10月から2019年3月まで内閣府戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第1期「次世代農林水産業創造技術」プログラムディレクター
を務めた。SIP第2期「スマートバイオ産業・農業基盤技術」ではプログラムディレクター代理を務める。専門は農業ロボットなどのスマート農業。
2018年刊行の池井戸潤著『下町ロケット ヤタガラス』に協力し、テレビドラマ化には技術監修として協力した。

島根県安来市「さぎの湯温泉旅館 竹葉」　女将　小幡 美香（おばた　みか）氏
　1970年、島根県松江市生まれ。1989年島根県立松江南高等学校卒業。1991年広島県尾道市立短期大学経済科卒業。1991年から1996年
農林水産業組織の全国金融機関、農林中央金庫松江支店7年勤務。結婚出産を機に退職。
　1996年から島根県安来市「さぎの湯温泉旅館 竹葉」女将。調理師、クシマクロビオティクス・コンシェルジュ、唎酒師、ホスピタリティー・コー
ディネータ、講演講師、しまね観光PR大使、JR西日本外部広報員『山陰いいもの探県隊』、安来節どじょうすくい踊り准師範、島根大学アドバイ
ザー『どじょうすくい女将』島根県の伝統芸能『安来節どじょうすくい踊り』と地域の個性を合わせて情報発信。ＣＭ出演、メディア出演多数。SNS
を利活用した地域地方創生や地域活性化、集客法ほか、旅館のおもてなし、ホスピタリティについて島根県のPRを重ね全国で講演活動中。

講師紹介


